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精 巣 白 膜 嚢 胞 の1例
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菅 野 勇

CYST OF THE TUNICA ALBUGINEA  TESTIS  : 

          A CASE REPORT

Hirotoshi Minakami, Haruo Ito, Naoto Miura,

Makoto Masui and Tadashi Kotake

From the Department of Urology, Teikyo University School of Medicine, Ichihara Hospital

Isamu Sugano

From the Department of Pathology, Teikyo University School of Medicine, Ichihara Hospital

   The patient is a 75-year-old male presenting with a chief complaint of a left painless intrascrotal 
mass. The left testis was tense to palpation with induration inside. Ultrasonography demonstrated 
a  3.0x 1.5 cm cystic space along the margin of the left testis. Left  high orchiectomy was performed. 

 Histopathological diagnosis was tunica albuginea cyst. Important differential diagnosis includes a 
 simple testicular cyst and epidermoid cyst of the testis. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 431-433, 1994) 
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緒 言

精巣 白膜嚢胞は精巣 白膜に発生するきわめて稀な疾

患である.今 回われわれは,75歳 男性に発生 した精巣

白膜嚢胞の1例 を経験 したので,若 干の文献的考察を

加えて報告する.

症 例

患者=75歳,男 性

主訴:左 陰嚢内無痛性腫瘤

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:56歳 時尿管結石,70歳 時大腸 ポ リープ,74

歳時前立腺肥大症にてTUR-P施 行.

現病歴=1992年12月 左陰嚢内無痛性腫imec気 づ き,

1ヵ 月後当科受診.

入院時現症:身 長160cm,体 重76kg.血 圧149〃8

mmHg・ 脈拍72/分,整.胸 腹部理学的所見異常な し.

表在性 リンパ節触知せず,左 精巣は緊満性に腫大 し,

内部に硬結を認めた.圧 痛な く,透 光性は認めなか っ

た.

入 院時 検 査 成 績:血 液 生 化学 に て ク レアチ ニ ン1.5

mg/d1と 軽 度 上 昇 して い る 以外,血 液 一般,尿 一 般,

尿沈渣 に 異 常 を 認 め な か った.尿 細 胞 診classI.

AFP2.Ong/ml以 下,HCGO.4mlU/ml以 下,β 一

HcGo.lIu/ml以 下.血 沈lomm/hr.cRP(一).

画 像 所見:胸 部単 純X線,DIPに 異 常所 見 を 認 め

なか った.

超 音波 検 査=左 精 巣 内 に 大 きさ3.O×1.5cmの 境 界

明瞭,内 部 は 均 一 で無 エ コーを 示 す嚢 胞 性病 変を 認 め

た(Fig.1).

以上 の所 見 よ り,左 単 純性 精 巣 嚢 胞 の診 断 を下 した

が,超 音 波 検査 所 見 に て嚢 胞 壁 の一 部 に不 整 を認 め た

た め悪 性 腫瘍 の可 能性 を否 定 で きな か った た め,1993

年2月5日,左 高 位精 巣摘 除 術 を施 行 した.

手 術 所見:左 鼠 径 部皮 膚 に 切開 を 加 え,鼠 径 管 を開

き可 及 的 高位 に左 精 巣摘 除 術 を施 行.左 精 巣 は 大 き さ

3.5×2.5×3.Ocmで 精 巣 下 極 側 に1.8xL5cmの 嚢

胞 が1個 認 め ら れ た.嚢 胞 内溶 液 は 黄色 透 明 で あ っ
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Fig.1.Ultrasonographicexaminationofleft

testisshows3.Ox1.5cmcysticmass

た.

病理組織学的所見:精 巣実質内に精巣 白膜 と連続す

る嚢胞を認め,そ の内面は単層の立方上皮で覆われて

いた.炎 症細胞は認 められなか った(Fig.2).以 上の

所見 より精 巣白膜襲胞と診断された.術 後経過は良好

で術後10日 目に退院 した.

考 察

精 巣 白膜 嚢 胞 は 非 常 に 稀 な 疾 患 で あ る.1929年

Frater1)に よる報 告 が 最 初 で あ る.本 邦 では1982年

の徳 永 ら2),に よ る報 告 が最 初 で あ り,自 験 例を 含 め

これ まで に12例 の報 告 が あ るにす ぎ ない(Tablel)2-9)

精 巣 白膜 嚢 胞 の 頻 度 に 関 し て,Arcadi1。)がJohns

HopkinsHospitalに おけ る46,000例 の 剖検 例 か ら3

例 の精 巣 白膜 嚢 胞 が見 られ た と報告 して い る.ま た,

Nistalら11)は,4,618例 の 剖 検 例 と855例 の精 巣摘 除

術 施行 症 例 中5例(0.1%)に 確 認 で き た と 報 告 して

麟 託〆

Fig.2.L・w-P・w・ ・ph・t・mi…9・aph・h・wi・g・

tunicaalbugineacystlinedbycuboidal

epithelium・

い る.自 験 例 を 含 めた 内外報 告 例55例 に つ い て 集計 す

る と,年 齢は23歳 か ら75歳 で平 均48.5歳 で あ る.患 側

は右 側26例,左 側23例,両 側!例,不 明5例,で 左 右

差 は認 め なか った.嚢 胞 数 は,単 発39例,多 発16例 と

単 発 例 が 多 く見 られた.嚢 胞 径 は0.lcmか ら6cm,

平 均1.OcmでL5cm以 下 の ものが ほ と ん どで あ っ

た.

精 巣 白膜嚢 胞 の 成 因 につ い て は種 々 の報 告 が あ る.

初 期 の報 告 の うちFrater1)は,外 傷 が そ の成 因 に な

る と述 べ てお り,ま たArcadilo)は 精 巣,あ るい は 他

の隣接 臓 器 の 炎症 に よる二 次的 変化 で あ る と主 張 して

い る,し か し,最 近 の 報 告 で は,Mancllla-Jimenez

とMatsuda12)が 胎 生 期 に精 巣 が 発 育 す る 際 に鞘 状 突

起 と 白膜 とが 非 常 に接 す る 精 巣 の 前 方 か ら 側方 に か

け て 嚢 胞 が 存 在 す る こ と,襲 胞 上 皮 がpHの 低 い

AlcianBlueに 良好 な 染色 性 を 示 す こ とか ら腹 膜 中皮

組 織 由 来 の もの と考 え られ る と述 べ てい る.ま た,Bry-

anti3)は 光 学 顕 微 鏡 を,MennemeyerとMansoni4)

Tablel.ReportedcasesoftunicaalbugineacystinJapan

報告者 年 年齢 患側 大 きさ(mm)個 数 治 療

① 徳永ら

② 徳永ら

③ 阿部ら

④ 青山ら

⑤ 青山ら

⑥ 青山ら

⑦ 薄 ら

⑥ 金 ら

⑨ 稲富ら

⑩ 金 ら

⑪ 田中ら

⑫ 自験例

198248左 小豆大～小嚢胞 数個

198260左

1984

1984

1984

1984

1988

1990

1990

62

43

40

53

67

26

74

左

右

左

右

左

右

右

199154右

199147右

199375左

3×3

4-5

5×6×3

5

嚢 胞 液3m1

30×28

2

32×22×15

5

13×12×10

30×15

1

4

1

1

1

1

1

1

1

嚢 胞 壁 切 除

精巣部分切除術
精巣上体摘出術

嚢 胞 摘 出 術

嚢 胞 摘 出 術

嚢 胞 摘 出 術

嚢 胞 摘 出 術

不 明

精 巣部分切 除

高位精巣摘除術

精巣部 分切除陰嚢水腫根治術

嚢 胞 摘 出 術

高位精巣摘除術



水上,ほ か:精 巣 白膜,嚢 胞

は電子顕微鏡を用い,嚢 胞上皮が精巣輸出管に類似 し

た微絨毛を認めた ことか ら中腎構造がその起源であ る

と述べてお り先天性発生説が注 目されている.本 症に

おいても外傷の既往や炎症の所見のないことか ら,先

天的な成因に より発生 した ものと思われ る.超 音波検

査にて精巣内に単純性嚢胞を発見 した場合,精 巣白膜

嚢胞,単 純性精巣嚢胞,epidermoidcystの3つ の

疾患の鑑別が必要である.

epidermoidcystの 場合,超 音波検査 に て 内部エ

コーの存在を認 めることを より鑑別 す る こ とが で き

る.単 純性精巣嚢胞 との鑑別 では,触 診上精巣 白膜嚢

胞が触知可能であるのに対 し単純性精巣嚢胞では触知

不能であることに よ り鑑別可能である とされている.

しか し1991年の金 ら8)の報告や,自 験例 のように精巣

表面が平滑である例 も見 られ必ず しも触診に より鑑別

できるとはいいがたい。

結 語

左陰嚢内無痛性腫瘤を主訴 とした75歳,男 性にみ ら

れた精巣白膜嚢胞の1例 を報告 し,若 干の文献的考察

を行 った.
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